
こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

新型コロナに負けず
震災復興を発信！
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　令和３年がスタートしました。新型コロナ
ウイルスの感染拡大が続く中、年頭行事の市
役所仕事始め式はリモートに、初市式は規模
縮小、新春市民交歓会や出初式は中止、成人
式は延期となりました。今後は順次ワクチン
接種を進め、感染症を一日も早く収束できる
よう市を挙げて取り組んでまいります。
　本年３月で、東日本大震災から10年の節目
を迎えます。地震・津波・原発事故という複

合災害に見舞われた本市は、市内外のさまざ
まな支援と市民の皆さんの頑張りにより、着
実に復興を成し遂げ、コロナ禍にあっても明
るい話題が多くなってまいりました。３月に
は全長53㎞の復興サイクリングルート「いわ
き七浜海道」が開通します。また、５月には
全国の港湾関係者約1,000人が集う日本港湾
協会総会が本市で開催されるほか、６月には
昨年中止となった「全日本級別サーフィン選
手権大会」が四倉海岸で開催されます。さら
に、８月には３年ぶりとなるオールスター競
輪が史上初のナイター６日制で開催されます。
　他にも、本市を舞台としたアニメ映画「フ
ラ・フラダンス」が初夏に全国公開される予
定です。これらの話題を通して、復興に向か
う本市の姿を全国に発信してまいります。
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絵
は
が
き
の
限
界
性
（
衰
退
期
）

　
高
度
経
済
成
長
期
が
始
ま
っ
た
昭
和
三
十

年
代
に
な
る
と
、
絵
は
が
き
を
巡
る
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
新
聞
は
印
刷

技
術
の
向
上
に
よ
り
、
写
真
を
よ
り
鮮
明
に

掲
載
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
急
速
に
発

達
す
る
流
通
業
界
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
絵
は
が
き
は
即

時
性
が
失
わ
れ
た
も
の
の
、
レ
ジ
ャ
ー
や
観

光
と
結
び
付
け
ら
れ
、
従
来
の
美
し
さ
の
表

現
だ
け
で
な
く
、
土
産
物
や
観
光
地
か
ら
の

便
り
な
ど
と
い
っ
た
利
用
場
面
を
意
識
し
て

作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
は
、
カ
ラ
ー
写

真
の
印
刷
技
術
が
向
上
し
、
大
衆
化
が
進
む

と
、
彩
色
絵
は
が
き
の
精
度
は
一
気
に
高

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
大
き
な
利
点
の
一

つ
で
あ
っ
た
伝
達
の
速
さ
は
、
テ
レ
ビ
や
ビ

デ
オ
な
ど
、
他
の
多
様
な
媒
体
に
取
っ
て
代

わ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
で
も
写
真
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
多
種
多
様
な
速
さ

を
持
つ
媒
体
が
登
場
し
、
絵
は
が
き
の
利
点

を
し
の
い
で
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中

で
絵
は
が
き
は
、
次
第
に
観
光
や
学
校
な
ど

の
記
念
行
事
を
中
心
と
し
た
範
囲
の
発
行
に

狭
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
に
か
け
て
、

地
方
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
こ
れ
を
発
信
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方
の
時
代
」
が
浸
透
し

て
い
く
と
、
写
真
以
外
の
ス
ケ
ッ
チ
や
版
画
、

画
家
の
描
い
た
観
光
ス
ケ
ッ
チ
で
構
成
さ
れ

た
絵
は
が
き
が
登
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

元
産
材
を
P
R
す
る
た
め
、
木
材
や
和
紙
を

材
質
と
し
た
絵
は
が
き
も
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

（
い
わ
き
地
域
学
會
　
小
宅
幸
一
）

　明
治
時
代
に
誕
生
し
た
絵
は
が
き
は
、

新
聞
と
並
ん
で
、
重
要
な
情
報
伝
達
媒
体

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
絵
は
が

き
に
残
る
当
時
の
風
景
な
ど
を
通
し
て
、

い
わ
き
の
歴
史
や
文
化
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

赤井岳薬師堂の版画絵はがき〔昭和50（19
75）年　大竹印刷発行〕

　ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
取
り

組
み
や
地
域
課
題
解
決
の
た
め

の
活
動
を
支
援
す
る
「
ま
ち
・

未
来
創
造
支
援
事
業
」
と
、
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
を

支
援
す
る
「
明
日
を
ひ
ら
く
人

づ
く
り
事
業
」
の
対
象
と
な
る
、

市
民
活
動
団
体
や
ま
ち
づ
く
り

団
体
等
が
行
う
事
業
な
ど
を
募

集
し
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
ス
タ
ー

　ト
ア
ッ
プ
）
支
援
事
業

▼
対
象
　新
た
な
公
益
的
活
動

　を
始
め
よ
う
と
す
る
団
体
の

　事
業

▼
補
助
額
　補
助
対
象
経
費
の

　５
分
の
４
以
内
（
上
限
20
万

　円
、
助
成
は
３
回
ま
で
）

○
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
ソ
フ

　ト
）
支
援
事
業

▼
対
象
　地
域
の
課
題
解
決
の

　た
め
に
行
う
市
民
活
動

▼
補
助
額
　補
助
対
象
経
費
の

　３
分
の
２
以
内
、
重
点
テ
ー

　マ
は
５
分
の
４
以
内
（
上
限

　百
万
円
、
助
成
は
３
回
ま

　で
）

○
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
ハ
ー

　ド
）
支
援
事
業

▼
対
象
　地
域
資
源
を
活
用
し

　た
整
備
事
業

▼
補
助
額
　補
助
対
象
経
費
の

　４
分
の
３
以
内
（
上
限
５
百

　万
円
、
助
成
は
１
回
）

○
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
グ
レ
ー

　ド
ア
ッ
プ
）
支
援
事
業

▼
対
象
　実
績
の
あ
る
事
業
を

　さ
ら
に
拡
充
・
発
展
さ
せ
、

　各
種
団
体
か
ら
賛
同
・
協
力

　を
得
な
が
ら
企
画
・
運
営
す

　る
事
業

▼
補
助
額
　補
助
対
象
経
費
の

　２
分
の
１
以
内
（
上
限
百
50

　万
円
、
助
成
は
３
回
ま
で
）

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
支
援
事
業

▼
対
象
　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
の
認

　証
手
続
き
に
係
る
活
動
な
ど

▼
補
助
額
　補
助
対
象
経
費
の

　５
分
の
４
以
内
（
上
限
20
万

　円
、
助
成
は
１
回
）

▼
対
象
　①
将
来
の
ま
ち
づ
く

　り
を
担
う
青
少
年
を
育
成
す

　る
た
め
の
事
業
　②
ま
ち
づ

　く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
す

　る
た
め
の
事
業

　③
自
治

　会
・
町
内
会
な
ど
の
運
営
を

　担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め

　の
事
業

▼
補
助
額
　補
助
対
象
経
費
の

　２
分
の
１
以
内
（
上
限
50
万

　円
、
助
成
は
３
回
ま
で
）

○
案
内
（
共
通
）

▼
申
し
込
み
方
法
　同
課
、
各

　支
所
、
中
央
台
・
泉
市
民

　サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
事
前

　相
談
の
上
、
申
請
書
な
ど

　（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

　手
可
）
を
提
出

▼
申
込
期
限
　３
月
１
日
㈪

ま
ち
・
未
来
創
造
支
援

事
業

明
日
を
ひ
ら
く
人
づ
く

り
事
業

紺綬褒章

令和３年度から
まち・未来創造支援事業を拡充
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ト
ピ
ッ
ク
ス

ま
ち
づ
く
り
活
動
や
人
材
育
成
を
支
援

○
お
問
い
合
わ
せ

　地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
　

　☎
22
･
7
4
1
4

▷東洋システム株式会社＝常磐西郷町
　同褒章は、公益のために多額の私財を
寄附した個人・団体に授与されるもので
す。令和元年11月に、小型動力ポンプ付
軽積載車３台を本市へ寄附した功績がた
たえられました。

○新型コロナウイルス感染拡大防止
　対策の強化
　感染拡大防止対策に係る経費を補
助対象とします。
○まちづくり活動（ソフト）支援事
　業を拡充
・次の重点テーマに合致する事業の
　補助額を補助対象経費の５分の４
　以内に引き上げ　①地域支えあい
　×ｗｉｔｈコロナ社会　②地域防
　災力向上×コミュニティ活動促進　
　③中山間地域振興×移住促進
・市民活動主体が増える取り組みを
　推進


